
　　　　　　　・　閉塞空間（トンネルやボックスカルバート、揚水機場井戸やパイプラインの
　　　　　　　　　空気弁・制水弁室などの地下部）における酸欠・有害ガス事故、高所からの
　　　　　　　　　転落事故に留意し、危険がある場合にはこれを避けます。

　　　　　　　・　天候や体調の不良時には診断の実施を避けること。

　　　　　　　・　全般的に危険と思われる箇所の診断は避けること。

（１）診断の概要

　　１）内　容

　　　　ア　事前調査　　　　

　　　施設の劣化状況等を早期に発見し、予防的に必要な診断や対策を講じることは、施設の深

　　　　　◆　設計内容調査（施設の規格や能力等を事前に確認します。）

　　　　　◆　管理書類調査（完成図書、検査・点検記録などを事前に確認します。）

　　２）体　制

　　　　【日常時】　　　　　

　　　　　◆　原則２名以上（事故防止のため）の班体制とし、班数は診断内容の難易度や施設
　　　　　　の規模などに応じて決めます。

　　　　　◆　診断者のローテーションなどを決め、なるべく多くの人が診断できる体制にしま
　　　　　　す。

　　　　　◆　診断の実施又は延期（中止）の判断は、緊急性を考慮したうえで決定します。

　　　　　　※　留意事項

　　　　イ　外観調査

　　　　　◆　目視・触診・打診・聴音による調査

　　　　　◆　運転操作を伴う作動確認による調査

　　　　　◆　実態調査（使用年数・時間、災害等の被害などを事前に確認します。）

　　　　　◆　地域社会情勢の変化（周辺の都市化に伴う農地の減などはないか確認します。）

　　　　ウ　計測による調査

　　　　【非常時（災害等）】

　　　　　◆　非常連絡体制図に基づき、状況等を確認後、すみやかに関係機関に連絡します。

　　刻な機能低下防止、長寿命化及び更新時のコスト低減を促します。

　　　ここでは、劣化状況等を早期に発見するため、指針に基づき定期的（原則年２回）に実施

　　する１次診断（簡易診断）について説明します。
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　　３）診断の進め方

　　４）診断の記録と記録の蓄積

      ア　診断結果については、１次診断（簡易診断）記録表に記入します。
　　　イ　記録表は、１次診断（簡易診断）記録簿として蓄積し、以下のことに活用
          します。

     　 ◆　施設の「劣化傾向」の把握。

     　 ◆　「劣化要因」や「劣化特性」の把握。

     　 ◆　施設の特性に応じた「保全管理」の検討。

診断に必要な道具はそろっているか？ 

必要なものについては予め購入 

 診 断 開 始  

外 観 調 査   

 計測による調査  

診断が、困難な箇所はあるか？ 

診      断      完      了            

NO 

YES 

 事 前 調 査 

◎施設台帳 

◎施設の補修履歴 

など、診断対象施設 

１次診断記録表の判定欄に「○または×」を記

載。 

判定欄左の対応範囲「ア、イ、ウ」より対応を

選択。 

NO 
YES 

１次診断記録表の空きスペー

スに診断困難箇所ついて記

載。 

ア：経過観察を 

選択 

どこを調査すれ

ば？ 

＜例＞ 

◎ひび割れ 

◎変形箇所 

◎異常音 など。 

どこを計測すればいい？ 

◎ひび割れの大きさ 

◎変形の大きさなどを計測。 

◎ヘルメット、デジカメ 

◎１次診断記録表、筆記用具 

◎長靴、軍手 その他などを準備。     

困難な場所って？ 

◎危険を伴う場所 

◎水中部分 

◎機器内部 など 

必要あるの？ 

今後の対応の検討等 

に有効利用します。 

対応範囲って？ 

・「×」判定した項目

に 

ついて、今後必要と 

思われる対応 

 ア：経過観察 

 イ：要診断 

 ウ：要対策 

を選択してください。  

イ：要診断を 

選択 

ウ：要対策を 

選択 

適切な維持管理を継続 
 ２次診断  

 ３次診断 

 を実施。 

消耗品の補充 

施設の部分更新又は更新。 

その他必要な対策を実施。 
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